
南阿蘇村行財政改革計画（ 令和8 年度～令和1 2 年度）
子や孫の世代へ、 続く 村を託すための「 決断」 と「 創造」
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村
で
は
令
和
2
年
度
に
策
定
し
た
5

か
年
計
画
が
期
間
満
了
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
新
た
に
令
和
8
年
度
か
ら
12
年

度
ま
で
を
期
間
と
す
る
「
次
期
行
財
政

改
革
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
本
計
画
は
、
事
務
局
に
よ
る
素
案
を

も
と
に
「
南
阿
蘇
村
行
政
改
革
推
進
委

員
会
」
へ
諮
問
を
行
い
、
専
門
的
な
審

議
を
経
た
答
申
や
各
委
員
か
ら
の
貴
重

な
意
見
を
最
大
限
に
反
映
し
て
取
り
ま

と
め
た
、
未
来
へ
の
責
任
を
果
た
す
た

め
の
羅
針
盤
で
す
。

1
8
0
超
の
公
共
施
設
を

「
負
債
」
か
ら
「
資
産
」
へ

　
村
の
財
政
の
弾
力
性
を
示
す
「
経
常

収
支
比
率
」
は
令
和
5
年
度
で
95
・
4
％
。

人
件
費
や
借
金
返
済
な
ど
の
義
務
的
経

費
を
除
き
、
村
が
独
自
施
策
に
充
て
ら

れ
る
「
自
由
に
使
え
る
お
金
」
は
年
間

約
2
・
7
億
円
（
全
体
の
4
・
6
％
）
に

ま
で
絞
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
現
状
を

打
破
す
る
た
め
、
人
件
費
の
最
適
化
や

民
間
委
託
を
推
進
し
、
捻
出
し
た
財
源

を
「
子
育
て
・
教
育
・
移
動
手
段
」
へ
大

胆
に
再
配
分
（
付
け
替
え
）
し
て
い
き

ま
す
。

　
新
た
な
ハ
コ
モ
ノ
建
設
は
行
わ
ず
、
既
存

施
設
を
エ
リ
ア
ご
と
の
役
割
で
使
い
分
け
る

「
戦
略
的
ゾ
ー
ニ
ン
グ
」
を
推
進
し
ま
す
。

■
子
育
て
・
教
育
環
境
の
再
構
築
：
園
児
減

少
や
老
朽
化
に
対
し
「
あ
り
方
検
討
委
員

会
」
で
抜
本
的
に
協
議
。
給
食
費
補
助
や

英
語
検
定
費
用
の
公
費
負
担
な
ど
、
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
別
の
支
援
を
デ
ジ
タ
ル
で

「
見
え
る
化
」
し
、
必
要
な
支
援
が
確
実

に
届
く
体
制
を
整
え
ま
す
。

■
自
然
を
活
か
し
た
遊
び
場
：
施
設
跡
地
な

ど
を
活
用
し
、
南
阿
蘇
の
自
然
素
材
や
地

形
を
活
か
し
た
児
童
公
園
を
整
備
。
行
政

任
せ
に
せ
ず
、
地
域
住
民
と
協
働
で
維
持

管
理
を
行
う
持
続
可
能
な
交
流
イ
ン
フ
ラ

を
目
指
し
ま
す
。

■
公
共
施
設
の
最
適
化
：
3
施
設
す
べ
て
が

赤
字
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
1
カ
所
へ
統

合
す
る
ほ
か
、
駅
舎
等
の
民
間
活
用
（
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
）
を
進
め
、
賑
わ
い
と

雇
用
を
生
む
「
資
産
」
へ
と
転
換
し
ま
す
。

■
公
平
な
負
担
へ
の
転
換
：
上
下
水
道
料
金

の
改
定
検
討
や
村
設
置
型
浄
化
槽
の
譲
渡

に
よ
り
、
受
益
者
負
担
の
不
公
平
を
解
消

し
、
将
来
の
財
政
リ
ス
ク
を
軽
減
し
ま
す
。

地
域
資
源
を
「
誇
り
」
と
「
財
源
」
に
変
え
る

20
年
後
の
南
阿
蘇
を
、
皆
さ
ま
と
と
も
に

■
ふ
る
さ
と
納
税
「
20
億
円
」
へ
の
挑
戦
：
野
焼
き
や
水
源
保

全
と
い
っ
た
南
阿
蘇
の
営
み
を
「
生
き
た
物
語
」
と
し
て

発
信
。
共
感
を
財
源
に
変
え
、
重
点
施
策
へ
活
用
し
ま
す
。

■
稼
ぐ
観
光
・
農
業
戦
略
：
通
過
型
か
ら
「
滞
在
型
」
観
光
へ

転
換
し
、
村
内
を
自
在
に
動
け
る
二
次
交
通
網
を
整
備
。

農
業
で
は
、
有
機
農
産
物
の
栄
養
価
を
数
値
化
す
る
な
ど

の
「
科
学
的
根
拠
」
を
用
い
た
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
、

生
産
者
の
所
得
向
上
を
図
り
ま
す
。

■
暮
ら
し
の
基
盤
づ
く
り
：
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
「
南

阿
蘇
型
流
通
モ
デ
ル
」
に
よ
り
、
買
い
物
弱
者
や
免
許
返
納

後
の
移
動
の
自
由
を
確
保
。
新
旧
住
民
が
共
に
村
を
創
る

パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
れ
る
定
住
環
境
を
整
え
ま
す
。

　
D
X
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
本

質
は
、
単
な
る
省
力
化
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
職
員
を
事
務
作

業
か
ら
解
放
し
、
対
話
や
課
題
解
決
と
い
っ
た
「
現
場
の
仕

事
」
に
注
力
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
本
計
画
の
最
終
目
的
は
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
幸
福
（
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
）
の
最
大
化
で
す
。
改
革
に
よ
っ
て
生
み
出

し
た
余
力
は
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
や
安
心
な
暮
ら
し
へ
と

確
実
に
還
元
し
て
い
き
ま
す
。
20
年
後
、
南
阿
蘇
で
育
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
「
こ
の
村
に
住
み
続
け
た
い
」
と
心
か
ら
思

え
る
未
来
を
、
今
、
一
丸
と
な
っ
て
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

財
政
の
現
状
：

自
由
に
使
え
る
お
金
は

わ
ず
か
「
4
・
6
％
」

お
知
ら
せ
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